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歳入歳出差引歳　　　　出歳　　　　入会　　計　　名

5億   227万5,490円51億7,160万1,010円56億7,387万6,500円国民健康保険特別会計

2,807万5,404円4億6,676万1,399円4億9,483万6,803円
国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定）

1億      70万1,002円13億1,301万9,558円14億1,372万   560円簡易水道事業特別会計

2,607万8,523円22億8,406万5,645円23億1,014万4,168円下水道事業特別会計

1億9,486万3,133円41億7,916万   259円43億7,402万3,392円介護保険特別会計

1,366万5,244円6億8,517万2,636円6億9,883万7,880円介護サービス事業特別会計

5,378万4,000円8,607万1,734円1億3,985万5,734円ケーブルテレビ事業特別会計

387万4,689円227万8,755円615万3,444円駐車場事業特別会計

2,030円35万6,356円35万8,386円宅地開発特別会計

545万   783円5,890万5,000円6,435万5,783円青少年育英奨学資金貸付特別会計

0円130万3,956円130万3,956円鉄道経営対策事業基金特別会計

1,427万9,534円5億7,399万2,485円5億8,827万2,019円後期高齢者医療特別会計

0円1,381万7,459円1,381万7,459円小水力発電事業特別会計

1,315万9,530円1,127万7,948円2,443万7,478円大和財産区特別会計

184万   637円1,529万8,448円1,713万9,085円白鳥財産区特別会計

953万5,582円168万1,364円1,121万6,946円牛道財産区特別会計

582万4,678円2,318万1,057円2,900万5,735円石徹白財産区特別会計

1,930万3,093円2,106万4,436円4,036万7,529円高鷲財産区特別会計

514万1,824円84万3,445円598万5,269円下川財産区特別会計

1,732万6,843円1,696万8,976円3,429万5,819円明宝財産区特別会計

581万7,711円237万2,537円819万   248円和良財産区特別会計

10億2,099万9,730円149億2,919万4,463円159億5,019万4,193円特別会計　合計

負債及び資本資　　　　産

金　　額固定負債金　　額固定資産

５０億４,３２３万７,７１５円企 業 債１１億６,５３０万９,０１２円土　 地

３８２万９,８１８円リース債務４６億８,６１８万６,８６８円建　 物

金　　額流動負債５,４７７万８,４５５円構 築 物

６,２６７万１,９６０円一時借入金５億７,４０２万５,１６４円器械及び装置

４億３,０５４万２,９９９円企 業 債７４２万９,７８１円車両及び運搬具

６１０万４,６１７円リース債務１,３６２万９,７７４円リース資産

３億１,８４５万９,３４９円未 払 金
４９万４,８１５円

そ の 他
有形固定資産 １億４,８４６万１,１３９円引 当 金

１５０万８,９５６円その他流動負債４８７万５,７３４円無形固定資産

金　　額繰延収益２６９万７,０００円投　 資

２億５,４８２万６,６５５円繰 延 収 益金　　額流動資産

金　　額資本金３億６,７６４万８,２２２円現 金 預 金

３０億  １４７万６,７１７円資 本 金５億８,６４７万４,９９９円未 収 金

金　　額剰余金３,３４９万１,０００円貯 蔵 品

２,２８９万２,６７９円資本剰余金４３万９,３９０円前 払 金

△１７億９,６５３万２,３９０円
未処分利益
剰　余　金
（欠損金）

７４億９,７４８万   ２１４円
負債・資本
合　　　計

７４億９,７４８万   ２１４円資産合計

■病院事業損益計算書 ■病院事業貸借対照表

平成平成2９年度９年度平成2９年度 特　別　会　計 歳入・歳出歳入・歳出歳入・歳出 決算決算決算

金　　額収　　益金　　額費　　用

２１億１,８０４万６,６８８円入院収益
医
業
収
益

24億6297万9228給与費

医
業
費
用

１３億７,２３５万１,３８２円外来収益材料費

２億９,２５８万３,４９２円
その他
医業収益

経　費

３４万１,４９７円受取利息

医
業
外
収
益

減価償却費

９,４８１万６,０００円他会計補助金資産減耗費

２億１,０２７万７,０００円他会計負担金研究研修費

１,４９３万５,０００円国県補助金支払利息

医
業
外
費
用

１,５２５万４,０２０円
長期前受金
戻し入

医師住宅維
持管理諸費

１,１３９万３,０６８円
その他
医業外収益

看護師宿舎維
持管理諸費

２,１２６万９９９４円
訪問看護
報酬

訪
問
看
護
　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
収
益
　
　

託児所維持
管理諸費

その他医業
外費用

８１０万  ３３５円
過年度損益
修正益特別

利益

5億6314万2610円雑支出

１５０万２,４０３円
その他特別
利益

給与費訪
問
看
護
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
費
用
　 経　費

過年度損益
修正損特

別
損
失 その他特別

損失

４１億６,０８７万  ８７９円計計

当年度純利益（収益一費用）  △１億９,０００万７,４０１円

金　　額収　　益金　　額費　　用

１８億７,８６６万４,７３０円入 院 収 益
医
業
収
益

２４億８,１７７万１,４７０円給 与 費

医
業
費
用

１２億７,７６５万１,８５３円外 来 収 益５億２,３２５万６,８３５円材 料 費

３億１,６５６万１,１８５円
そ の 他
医 業 収 益

５億２,１２０万３,８２６円経　 費

２万１,５７０円受 取 利 息

医
業
外
収
益

３億３,４２１万１,４０９円減価償却費

９,８３１万７,０００円他会計補助金５２３万４,４０７円資産減耗費

２億３,７８３万３,０００円他会計負担金８３８万１,８０８円研究研修費

３,３５５万８,５７４円国県補助金１億１,６９８万   １１６円支 払 利 息

医
業
外
費
用

３,３５５万３,８７３円
長期前受金
戻 入

２２０万７,９３２円
医師住宅維
持管理諸費

１,４１９万９,４７６円
そ の 他
医業外収益

３７万４,５８１円
看護師宿舎
維持管理諸費

４,３８４万９,１４８円
訪 問 看 護
報 酬

訪
問
看
護
　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
収
益
　
　

４万２,６６０円
託児所維持
管 理 諸 費

５万１,１８５円
そ の 他
医業外費用

１８５万９,４５８円
過年度損益
修 正 益

特
別
利
益

８,７２９万５,５００円雑 支 出

０円
そ の 他
特 別 利 益

５,１９８万６,５１３円給 与 費訪
問
看
護
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
費
用
　 １０２万３,７４６円経　 費

３,０７１万６,５０３円
過年度損益
修 正 損

特
別
損
失 ０円

そ の 他
特 別 損 失

３９億３,６０６万９,８６７円計４１億６,４７３万８,４９１円計

当年度純利益（収益一費用）  △２億２,８６６万８,６２４円
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■上水道事業損益計算書 ■上水道事業貸借対照表

負債及び資本資　　　産

金　　額固定負債金　　額固定資産

８億５,７８６万９,０９８円企 業 債１億２,０６４万６,９６１円土　 地

金　　額流動負債１億８,３７５万５,１０７円建　 物

１億   ５６５万   ３０１円企 業 債３４億７,９５０万５,２０２円構 築 物

１億２,０８２万２,６０６円未 払 金１億４,３３６万６,７２１円機械及び装置

２４９万３,１１６円引 当 金
１５７万７,０１４円

車 両 及 び
運 搬 具 ０円その他流動負債

金　　額繰延収益
１２万   ５００円

工 具 器 具
及 び 備 品 ２０億６,８３９万２,４４８円繰 延 収 益

金　　額資本金１億８,２０８万１,０００円建 設 仮 勘 定

２０億９,６０２万５,３１１円資 本 金１１１万   ３００円無形固定資産

金　　額剰余金金　　額流動資産

１億７,８１７万５,７０４円減債積立金１３億７,３２８万４,７９７円現 金 預 金

５００万円利益積立金１,３１５万４,９３４円未 収 金

８,９２２万３,８３２円
未処分利益
剰　余　金

４万９,８８０円貯 蔵 品

２,５００万円
そ の 他
流 動 資 産

５５億２,３６５万２,４１６円
負債・資本
合　　　計

５５億２,３６５万２,４１６円資産合計

金　　額収　　益金　　額費　　用

２億１,４２５万７,２１０円給水収益

営
業
収
益

１,５７８万５,６６３円
原水及び
浄 水 費

営
業
費
用

０円
受託工事
収　　 益

３,６２７万５,８５６円
配水及び
給 水 費

２８７万５,０００円
そ の 他
営業収益

０円受託工事費

２１６万２,４４８円受取利息

営
業
外
収
益

２,１１０万１,２１１円総 係 費

４,１７０万７,０００円
他 会 計
補 助 金

１億７,８４７万   ２８４円減価償却費

７２２万円加入分担金１０万円資産減耗費

８,８７６万４,８３８円
長期前受金
戻 入

０円
そ の 他
営業費用

０円雑 収 益３,１３２万   ２１８円支払利息営
業
外

費
　
用

７万４,０１６円
過年度損益
修 正 益

特
別
利
益

６,８０９円雑 支 出

５９万７,０５８円
過年度損益
修 正 損

特
別

損
失

３億５,７０６万   ５１２円収益合計２億８,３６５万７,０９９円費用合計

当年度純利益（収益－費用）　７,３４０万３,４１３円

平成２９年度決算に基づく健全化判断比率等につい平成２９年度決算に基づく健全化判断比率等についてて
１．地方公共団体財政健全化法の概要

　平成１９年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方自治体が財政の健全性を判断す

るための指標（健全化判断比率）と、公営企業ごとに経営状況を明らかにする指標（資金不足比率）の公表が、平成１９年

度決算から義務付けられました。また、平成２０年度決算からは、この各指標が一定の基準以上になった場合は、財政の早

期健全化や財政の再生を図るための計画作成等も必要になりました。公表を行うのは、実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率、将来負担比率の４指標と資金不足比率です。

①健全化判断比率

　平成２９年度決算に基づき健全化判断比率を算定した結果、下表のとおり、いずれの指標についても早期健全化基準を下

回りました。しかし、県内４２市町村の中で実質公債費比率、将来負担比率はまだまだ高い比率となっており、依然として

厳しい財政状況が続いています。

財政再生基準早期健全化基準平成２９年平成２８年平成２７年平成２６年平成２５年平成２４年平成２３年平成２２年平成２１年平成２０年平成１９年平成１８年指　標

２０．００％１２．５９％－－－－－－－－－－－実質赤字比率

３０．００％１７．５９％－－－－－－－－－－－連結実質赤字比率

 ３５．０ ％  ２５．０ ％１２．７％１２．９％１３．６％１５．０％１６.８%１８.５%２０.０%２１.１%２１.７%２１.８%２０.２%１８.０%実質公債費比率

３５０．０ ％６７．４％４５．０％４３．８％３８．５％６１.０%８９.３%１２２.１%１３２.１%１５６.９%１７４.７%１８４.６%将来負担比率

※実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－（該当なし）」で表示しています。

経営健全化基準郡　上　市指　　　　　　標

２０．０％－
水道事業会計、病院事業会計、簡易水道事業特別会計、下水道事業特別会計、
宅地開発特別会計、小水力発電事業特別会計

▼実質赤字比率…福祉、教育、まちづくり等を行う一般会計等の赤字額
が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるのかを指標化したも

のです。

▼連結実質赤字比率…すべての会計を合算し、全体の赤字が標準的な収
入に対してどれくらいの割合になるのかを指標化したものです。

▼実質公債費比率…地方債（借入金）の一年間の返済額フロー及びこれ
に準じる経費の額が、一年間分の標準的な収入に対してどれくらいの

割合になるのかを指標化したもので、その比率の３ヵ年分を平均した

ものです。

▼将来負担比率…一般会計等の地方債（借入金）や将来支払っていく可
能性のある負担等（下水道事業、病院事業、簡易水道事業、退職手当

支給予定額等）の現時点での残高ストックが一年間分の標準的な収入

に対してどれくらいの割合になるのかを指標化したものです。

▼資金不足比率…公営企業の資金不足が、公営企業の事業規模である営
業収益（料金収入等）の規模に占める割合を指標化したものです。

２．郡上市の状況（平成２９年度決算に基づくもの）

３．指標に関する説明

②資金不足比率

　平成２９年度においては、下表のとおり、資金不足を生じた公営企業がないため、資金不足比率は該当ありません。

※資金不足比率が生じていない（赤字が生じていない）ため、「－（該当なし）」で表示しています。

▼早期健全化基準…自治体の自主的な改善努力による財政健全化を図る
ため、「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」、「実質公債費比率」、「将

来負担比率」のうち、１つでも基準以上になった場合、指標が早期健

全化基準未満となることを目標として財政健全化計画を議会の議決を

経て定め、総務大臣・県知事に報告しなければなりません。

▼財政再生基準…国の関与による確実な再生を図るため、「実質赤字比
率」、「連結実質赤字比率」、「実質公債費比率」のうち１つでも基準以

上となった場合、指標が早期健全化基準未満となること等を目標とし

て、財政再生計画を議会の議決を経て定め、総務大臣に報告しなけれ

ばなりません。また、総務大臣の同意なしに地方債（借入金）の起債

ができなくなります。

▼経営健全化基準…自治体の自主的な改善努力による財政健全化を図る
ため、「資金不足比率」が経営健全化基準以上となった場合、指標が

経営健全化基準未満となることを目標として、経営健全化計画を議会

の議決を経て定め、総務大臣･県知事に報告しなければなりません。

煙健全化判断比率及び資金不足比率については、監査委員の審査に付した後、その意見を付して９月定例議会へ報告しました。
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毅新規就農者の就業支援のために ………………………  ９００万円
 （新規就農総合支援事業）

毅農業後継者の就業支援のために ……………………… １００万円
 （後継者等就農給付金事業）

毅世界農業遺産「清流長良川の鮎」を活用した推進のために… ４６５万円
 （世界農業遺産推進事業）

毅郡上市産材を利用した住宅建設のために ………… ２,１８２万円
 （郡上市産材住宅建設等支援事業）

毅森林技術者の育成と就業支援のために ……………… ２０３万円
 （森林・林業人材育成事業）

毅森林の将来像の設定基準作成のために ……………… ３２万円
 （森林総合管理モデル事業）

毅郡上市産業プラザの整備のために …………… ５億４,９２４万円
 （産業振興拠点施設整備事業（繰越事業含む））

毅産業支援センター設立のために ……………………… ７６９万円
 （産業振興支援センター活動経費）

毅高速バス等の２次交通対策のために ………………… ４７７万円
 （観光振興２次交通対策事業）

毅宿泊滞在型観光の促進のために …………………… ５,３３６万円
 （宿泊施設改修支援事業）

毅空き家の有効活用のために …………………………… ９７０万円
 （八幡市街地空き家利活用推進事業）

毅海外からの誘客のために …………………………… １,０３８万円
 （外国人観光客誘致事業）

毅観光立市に向けた人材育成のために ………………… ４８４万円
 （郡上市観光立市人材育成事業）

毅日本三大盆踊りイベント開催のために ……………… ３７４万円
 （日本三大盆踊り共演イベント実施事業）

毅企業誘致による雇用の場の創出のために ………… ３,９３６万円
 （企業誘致促進事業（繰越事業含む））

毅空き店舗を活用した起業者支援のために ………… １,２７６万円
 （空き店舗等活用事業）

毅新規、障がい者、Ｉ・Ｕターン雇用の拡大のために …… １,１１２万円
 （雇用奨励金交付事業）

毅電線類無電柱化等整備のために ……………… ３億７,７８２万円
 （都市再生整備計画事業（繰越事業含む））

毅農業水利を活用した小水力発電施設整備のために … ５,１５２万円
 （小水力発電活用支援事業・県営地域用水環境整備事業）

毅防災行政無線戸別受信機等の整備のために … ７億５,９９６万円
 （防災行政無線整備事業（繰越事業含む））

毅消防施設の整備のために ……………………… １億４,１７１万円
 （消防施設整備事業）

毅災害予防及び災害応急対策のために ……………… １,０２２万円
 （災害対策事業費）

毅避難所に指定している地区集会所の耐震補強のために … ２,５５９万円
 （地区集会所耐震補強事業補助金）

毅倒木を原因とする停電等を防止し、ライフラインの確保を図
るために ……………………………………………… ２,９４７万円

 （ライフライン保全対策事業）

毅自主バス運行、地方交通対策のために ……… １億５,４５５万円
 （バス運行経費・地方交通対策経費・地域公共交通確保維持改善事業）

毅長良川鉄道の経営維持のために  ……………… １億５,６８６万円
 （長良川鉄道支援対策事業・長良川鉄道近代化整備事業・長良川

鉄道経営対策事業）

毅携帯電話不感地区解消のために ……………………… ８１１万円
 （携帯電話等エリア整備事業）

毅持続可能な公共交通網構築のために ……………… １,０２１万円
 （地域公共交通総合連携計画事業）

毅道路新設改良、橋梁の安全対策のために …… １２億７,７４３万円
 （道路新設改良費・橋りょう維持費）

毅清流長良川等保全のために …………………………… ２３３万円
 （清流条例推進事業）

毅循環型社会推進のために ……………………… ３億９,５２８万円
 （環境衛生センター整備事業）

毅出会いの機会創出のために …………………………… ４５４万円
 （ふれあい交流事業）

毅出産１カ月後の母子健診費用助成のために ………… １７６万円
 （母子１カ月健診事業）

毅第３子以降の子育て支援のために ………………… ２,６００万円
 （がんばれ子育て応援事業）

毅重度心身障がい者の医療費助成のために …… ２億６,０７８万円
 （重度心身障害者医療費助成事業）

毅小中学生の医療費助成のために …………………… ７,２６７万円
 （小中学生医療費助成事業）

毅高校生等の医療費助成のために …………………… １,２１０万円
 （高校生等医療費助成事業）

毅乳幼児の医療費助成のために ……………………… ５,４１２万円
 （乳幼児医療費助成事業）

毅ひとり親家庭の医療費助成のために ……………… １,８５６万円
 （母子家庭医療費助成事業・父子家庭医療費助成事業）

毅放課後児童の健全育成のために …………………… ２,７５０万円
 （放課後児童健全育成事業）

毅授乳やおむつ交換が可能なスペースの整備のために …… １１３万円
 （赤ちゃんの駅整備事業）

毅児童手当の給付のために  ……………………… ６億１,５４４万円
 （児童手当給付事業）

毅妊婦健診のために …………………………………… ２,８３５万円
 （妊婦健診）

毅予防接種のために …………………………………… ８,６９８万円
 （予防接種事業）

毅基本健診のために ……………………………………… ６６２万円
 （基本健診）

毅がん検診のために …………………………………… ６,８１５万円
 （がん検診）

毅生活困窮者の自立支援のために …………………… １,０７６万円
 （生活困窮者自立支援事業）

毅障がい者の自立した生活を支えるために …… ７億８,８３１万円
 （障害者自立支援給付事業・在宅障害者交通費助成事業・障害者

配食サービス事業）

毅生活困窮者の生活保障のために ……………… １億７,３１４万円
 （生活保護扶助経費）

毅寝たきり高齢者等の介護者の慰労のために ……… １,６７６万円
 （寝たきり高齢者等介護者慰労事業）

毅低所得者の生活支援のために ………………… １億   ４１１万円
 （臨時福祉給付金事業）

産業・雇用（地域資源を活かして産業を育てるまち）
　「観光立市郡上」の推進に向け、地域の特色を活かした産業振興を

図り、起業支援、人材確保につなげるための事業を実施しました。

環境・防災・社会基盤（美しい水と緑を守り、
暮らしの基盤が整う共生のまち）
　道路や生活環境の整備、新エネルギーの導入奨励、暮らしの安
全を守るための消防防災事業、公共交通の維持など、安心で暮ら

しやすい地域をめざして事業を実施しました。

健康・福祉（支えあい助け合う安心のまち）
　少子高齢化が進む中、結婚から出産、子育てへの切れ目のない支

援や、医療費の助成、高齢者、障がい者が安心して暮らせるまちづ

くりをめざして事業を実施しました。

平成29年度決算年度決算 主な事業の紹介主な事業の紹介平成29年度決算 主な事業の紹介
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毅小学校校舎等の整備のために ……………………… ３,５３３万円
 （小学校校舎等整備事業）
毅中学校校舎等の整備のために ……………………… １,０６０万円
 （中学校校舎等整備事業）
毅小中学生の学力向上を図るために ………………… ８,９５０万円
 （学力向上事業）
毅小中学生の不登校対策のために …………………… １,８８８万円
 （心の教育推進事業）
毅白山開山１３００年関連事業のために ………………… １,２９９万円
 （白山開山１３００年祭事業・白山文化博物館特別展示事業・美並ふ
るさと館特別展示事業）
毅郡上市歴史資料館等の整備のために …………… ６億   ４９１万円
 （文化施設整備事業（繰越事業含む））
毅文化財保護のために ………………………………… ２,１０４万円
 （文化財保護事業）
毅伝統的建造物群の修理、修景のために  ……………  ２,５３８万円
 （伝建修理・修景事業）
毅八幡城天守耐震診断、城跡の保存管理のために ……… ９８１万円
 （八幡城天守耐震補強事業・八幡城跡保存管理事業）
毅まん真ん中広場人工芝生化等体育施設の整備のために … ５億９,１２５万円
 （体育施設整備事業）
毅少年スポーツ団体の育成支援のために …………… １,２５９万円
 （少年スポーツ推進事業）
毅各種スポーツ団体の育成支援のために ……………… ７８９万円
 （体育協会支援事業）
毅スポーツ合宿誘致活動の推進のために ……… １億   ９１７万円
 （２０２０スポーツツーリズム推進事業・観光施設整備事業（高鷲叺
高原クラブハウス整備））
毅公民館活動の推進のために ………………………… ４,９９９万円
 （公民館活動経費）
毅郡上学講座等の推進のために ………………………… ２０１万円
 （郡上学講座開催事業・郡上学推進事業） 
毅小中学生の体験活動（校外学習）のために ………… １,９３８万円
 （夢づくり教育事業）
毅小中学校の学校間交流促進のために ……………… ２,４４２万円
 （地域ⅠｏＴ実装推進事業）

毅地域協議会活動促進及び地域イベントの開催のために … ２,５０３万円
 （地域振興事業）
毅地域振興の推進のために …………………………… １,６６５万円
 （地域振興推進事業）
毅地域おこし協力隊による地域振興事業のために … １,３９７万円
 （地域おこし協力隊派遣事業）
毅過疎地域の実情に応じたソフト事業のために …… ２,５０７万円
 （過疎地域自立促進事業）
毅郡上市市民協働センターの運営のために …………… ７３６万円
 （郡上市市民協働センター事業）
毅住民主体による地域づくり活動の推進のために …… １９２万円
 （魅力ある地域づくり推進事業）
毅男女共同参画の推進のために ………………………… ３１万円
 （男女共同参画推進事業）
毅郡上の魅力を首都圏で発信するために（郡上藩江戸蔵屋敷） … ８２９万円
 （ずっと郡上・もっと郡上都市農村対流戦略的イノベーションプロ
ジェクト事業）
毅首都圏における郡上のネットワークづくりのために
　　　 ………………… １２０万円
 （大都市ネットワーク構築事業）
毅移住相談や空き家改修支援のために ………………… ９７４万円
 （交流・移住推進事業）
毅国際交流団体の活動支援のために  …………………… ７７万円
 （国際交流推進事業）
毅Ｕターン及び三世代同居の促進のために   …………… ７７万円
 （郡上に帰ろう！応援事業）

毅郡上市北部斎苑整備のために ………………… ６億８,２８１万円
 （斎場整備事業（繰越事業含む））
毅公共施設等の老朽化対策のために …………………… ５９３万円
 （公共施設マネジメント推進事業）

自治・まちづくり（市民と行政が協働でつくるまち）
　市民協働の推進による市民が主役となったまちづくり、都市交流、

交流・移住推進のための事業を実施しました。

教育・文化・人づくり（香り高い地域文化と心豊か
な人を育むまち）
　学校施設の整備や教育環境の充実、地域の伝統文化の保存、生涯

学習の充実を図り、地域を担う人材育成を図るための事業を実施し

ました。

行財政運営（健全な行財政運営を実行するまち）
　公共施設等の適正な管理のための事業を実施しました。
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件数支出総額内　　　　容区　分
６６件１８８,３９２円祝賀会など各種行事のお祝いにかかる経費祝　意
２５件１２９,７８４円葬儀または法要における香典及び供物などにかかる経費弔　意
３件３０,０００円病気などの見舞にかかる経費見　舞
５件５０,０００円全国規模以上の各種大会出場者の激励にかかる経費激　励
０件０円市政協力者等の退職・転任の送別にかかる経費餞　別
３６件１７７,２２６円会合や懇談会などへの参加にかかる経費会　費
２３件３３０,６０２円公賓等の対応にかかる経費公賓等対応
３件４６,６２８円市政協力者等への御礼にかかる経費御　礼
０件０円市として協賛する各種催事・行事にかかる経費協　賛
１６１件９５２,６３２円合　　　　　計


